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インターチェンジ（以下IC）  
周辺の新たな拠点整備では、まち  
づ＜り会議や土地区画整理組合設  
立準備会、パブリックコメットな  
どを通して、地権者や地域住民を  
はじめ、市民の皆さんガ参画する  
まちづ＜りを進めています。  
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る新たな産業拠点の形成を図る取り組みが、県  
道52号（相模原町田）沿いの集落が形成されて  
いる区域で、地区計画制度によるまちづくりを  
めざす取り組みが、それぞれ順調に進められて  
います。   

市では、早期のまちづくりの実現に向け、こ  

うした住民の皆さんの取り組みを支援していま  
す。  

の皆さんが主体になって進められています。ま  
ちづくりは、「当麻ブロック」、「市場ブロッ  

ク」、「塩田原ブロック」の3ブロックに分け  
て進められ、そのうちの「当麻ブロック」の「宿  

地区」で、先行的にまちづくりが進められてい  
ます。   

具体的には、「宿地区」の県道48号（鍛冶谷  
相模原）沿いの区域で、±地区画整理事業によ  

①当麻地区   

当麻地区は豊かな自然環境に恵まれ、また、  
無量光寺の門前町として栄えてきた歴史が残る、  
面積約81haの地区です。   

（仮称）相模原ICの開通を平成24年度に控  
え、現在、まちづくりに向けた取り組みが住民  
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住 居 系  当麻宿地区土地区画整理組合  

設立準備会  

会長 遠藤貞夫さん  

区画整理事業の推進に対する返国墨  
書などの取得を行ったところ、短期  
間のうちに鵬担盈晶権利者の方   
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主要区画道路  
々から賛同を得ることができました。   

その際、「まちづくりを早期に進めて欲しい」、「ま  
ちづくりは我々の長年の悲願である」といった意見が  
数多く寄せられ、権利者の皆様のまちづくりに対する  
期待感を感じ取ったところです。   

（仮称）相模原ICの開通を機に、相模原市の新た  
な玄関口としてふさわしいまちをつくり、また、「孫・  
子のための夢のあるまちづくり」を実現するため、今  
後とも準備会が一丸となって取り組みを進めていきた  
いと考えています   
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＋  ②麻溝台・新磯野地区   

麻溝台・新磯野地区は、周辺に大規模な公  
園や女子美術大学、北里大学など、自然環境  

や教育施設に恵まれており、また、本地区か  

ら約3kmに位置する（仮称）相模原ICの開  
通による交通利便性の向上が期待されていま  

す。これらを生かした新たな産業拠点や良好  
な住王買境の形成など、自然環境と共生し、産  
業・みどり・文化・生活が融合した魅力ある  
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都市づくりの拠点として市街地の形成をめざ  
しています。   

平成24年度の（仮称）相模原IC開通によ  
る産業系土地利用の需要に対応し、地区全体  
の早期まちづくりの推進を図るため、地区全  
体への波及効果が期待できる先導的な地区と  
して、先行整備地区を設定しました。市は、  

新たな地権者組織（まちづくり研究会）を中  

心として、地権者の皆さんとともに事業推進  
に取り組んでいます。  
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